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2010/4 に警察 OB2 名を安全対策主任として採用し、クレーム、暴言・
暴力に対応する保安業務を開始した。その後、随時増員し 2013/5 から
警察 OB による「保安業務 2 交替 24 時間体制」を開始、1 年経過し比
較検討を行なったので報告する。
【採用状況と業務 】2010/4. 宮城県警察 OB を 2 名採用 （日勤帯のみ対応） 
2011/11. 宮城県警察 OB を 1 名採用（準夜勤帯の対応開始） 2012/4. 警
視庁 OB を 1 名採用（休日対応開始） 2013/4. 宮城県警察 OB を 1 名採
用（2 交替 24 時間体制の開始）
 【目的】1. 暴言・暴力の抑止 2. 具体的事案への迅速な対応 3. 職員の不
安感解消 4. 保安体制確立による療養環境の向上 
【方法】実施前後 1 年間の取扱事案をクレーム、暴言・暴力、その他に
分けて比較検討した。
【結果】事案取扱総数で 87 件に対し 128 件、クレームで 12 件から 17 件
と増加したが、暴言・暴力は 11 件に対し 11 件、コードホワイトは 4 件





































































２対象：全職員約 1000 人　回収数 808 人（回収率 83.7％）
３調査時期：平成 25 年 9/13 ～ 27
４調査内容：１３項目 51 設問　＋　自由記載
５調査委託先：N 社　匿名性を確保するため回収封筒はそのまま業者へ
発送
６調査担当：安全衛生委員会（事務局　人事課）
結果
１全体では、自分の職業についてと同僚または先輩との関係性について
の満足度が比較的高く、他部署との関係性については低かった。
２医師は全カテゴリを通して満足度が高かった。事務職は自分の職業に
ついての満足度が低く、看護職は仕事への熱意・向上心が他職種と比べ
て低く、仕事を辞めたいという意思が他職種と比較して強かった。
３質問別では、「自分は成長したいと思っている」「同僚・先輩とは関係
が良い」が高く、「責任あるポジションにつきたい」「仕事を辞めたい」「福
利厚生を活用している」「他部署とのコミュニケーション」「このアンケー
トを実施しても改善されない」の項目が低かった。
